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今般の新型インフルエンザの感染拡大の状況を踏まえ、医療体制の確保をさらにすすめる

とともに、重症化しやすい慢性疾患患者等に対する院内感染防止設備の整備補助など、当面

の緊急的な措置を講ずるため、５月補正予算に追加する補正予算を編成した。
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・抗インフルエンザウイルス薬の備蓄追加 58

経済危機対策交付金 212

・新型インフルエンザに対する医療体制の確保促進 138

・慢性疾患患者や妊婦等への対策の強化 764
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５月補正予算 新型インフルエンザ対策の追加について

項 目

１ 新型インフルエンザに対する医療体制の確保促進 １.３８億円

・ ２次感染防止のための初期整備費を補助

２ 慢性疾患患者（人工透析）や妊婦等への対策の強化 ７.６４億円

・ 健康成人より重症化する可能性が高い患者(※)を受け入れる

医療機関に対して陰圧室の整備費を補助（756,000 千円）
(※) 妊婦、慢性疾患患者(人工透析)、小児慢性特定疾患患者等

・ 重症化リスクのある方に対する普及啓発（7,920 千円）

３ 抗インフルエンザウイルス薬の備蓄追加 ０.５８億円

・ 主に若年者等に対する使用が想定されるリレンザを追加購入

合 計 ９.６０億円

財 源 地域活性化・経済危機対策臨時交付金

１医療機関上限１５０千円×９２０箇所
・一般患者とは別に診察場所を設けるための備品などの購入
・府内の病院・有床診療所を対象（発熱外来開設病院等を除く）

陰圧室の整備費補助
＜入院対応用＞ １床あたり上限３，０００千円×１２６床
＜外来対応用＞ １医療機関上限３，０００千円×１２６箇所

当初予算措置による確保分 約３万人分（88,450 千円）
追加予算措置による確保分 約２万人分（58,000 千円） 合計で約５万人分を備蓄
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